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(3)カ シ、 シ ヒ=シ ダ群叢
 Quercus Diplazium  J

— Pteris  1 Association 

1 Shiia Plagiogyria  1
本 群叢 は海抜 約 六百米 附近 以 上 の高地 の森林 を 占め、 前 記 群叢 に多 か うし オホバ

タブ、 ウ ライガ シ、 シ マサノレス ベ リ、 フヂバ シデ、 タ イ ワン オガ タ マノ キ等 は歎 を

減 す ると同 時 に生 育悪 む く、 之 等 に代 つ て ホ ソバ シラカ シ、 タ カサ ゴ ジ ヒ最 も優 勢

にな り、 タ イ ワ ンウ ラジロガ シ、 アラカ シ、 ツクバ ネガ シ等 の外 ラ ンダ イニク ケ イ、

ヤ マ ツグ モ ドキ・ アデク・ ツゲ モ チ・ モ ク コク等 の樹 木 現 はれ る。 林 床植 物 は極 め

て疎 に して、 ヒ計ロハ ノ コギ リシダ、 トゲノ・チ ジ ヤウ シタ㍉ シマヤ マ ソテ ツ、 キ ジノ

ヲ、 タ イ ワンヤ マ ソテ ツ等 多 く、 ムカ ゴ シタ㍉ タ イ ワ ンヒメ ワラ ビ、 ア リサ ン ワ ラ

ビ等 之 に亜 ぐ、之 等 の羊 歯の 間 には ミヤ ヲサ ウ、フデ ガ タツチ トリモチ 、タ イ ワ ンシ

ヤク ジヤ ウバ ナ、シ ンテ ンア ケボ ノサ ウ、ア リサ ン アヰ、ダ ンスゲ等 の草本 混生 す。

着生 植 物、蔓 性植 物 は極 め て少 く、 着生 植 物 とし ては ヒメゴ シセ ウ、 ア ヲガネ シ

タ㍉ コ ケシ ノブ類多 く、蔓性 植 物 は落葉性 の マノンバ イハ ガ ラ ミ、 ク マ ヤナギ、 ユ ヅ

リノ・アヂ サ イ等 な り(詳 細 は前項 高地 森林 の植 相概 説参 照)。

(四)主 要喬木の臺湾 島内に於ける水平的

及垂直的分布

演習林産主要喬木の臺湾島内に於ける水平的及垂直的分布を示せぱ次の如しo
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(五)演 習 林 内 に於 け る 主 要 樹 種

オ ホ ハ"タ ブ

Machilus Kusanoi Hayata

本種 は壷澱特産 の喬木 にし て演習林の海抜 六百米附近以下の谷間の森林 に最 も 多

く樹高三十米内外、 胸高直径 一米以上に達 す るもの稀 な らず、 材積 より見れば ウラ

ィガシ、 タカサゴジヒと共に演習林内の三 大主林木 と稻 し得べ く、 第七林 班第四號

磯寮附近 には代表的の純林に近 き森林 を見得べし。

ウ ラ イ ガ シ

Lithocarpus uraiana Hayata

臺湾特産 の喬木にして 樹 高二十米 内外 胸高直径一米以上に 達す るもの稀 な らず、

海抜七百米附近 以下の演習林 内各地 に最 も普通に見 られ、 一見タカサゴジヒに酷似

す るも殼 斗は堅果全體 を包まざ るを以 て一見琿 別 し得 べし。

タ カ サ ゴ ジ ヒ

Shiia stipitata Kudo et Masamune


